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の影響を受けて誘導されるとしている（Markus et al. 2018）。
また，除草剤の非作用点選択性に関与する植物体内代謝に
おける第1相反応の主たる酵素であるP450や，第2相反応
の主たる酵素であるグルタチオン-S-トランスフェラーゼ
（GST）は，除草剤のストレス（信号）によって誘導され
ること，またこれらの誘導には植物種間差があることはよ
く知られている。つまり，普段は寝ている遺伝子が除草剤
のストレスで目を覚ます，まさにエピジェネティック制御
が行われている。植物におけるP450の分子種は動物に比べ
て多く，200以上あることが知られているものの，除草剤
と必ずしも1対1で対応するのではなく，場合によって1つ
のP450分子種が作用点の異なる複数の除草剤を代謝し，そ
のことが“多剤耐性”に通じている。また，紫外線や温度の
ような物理的ストレスが，化学物質の解毒代謝や病原微生
物への耐性に寄与するケースもあり，異物代謝を含むスト
レス応答はとても複雑である。

　今回取り上げた除草剤抵抗性雑草は，多くの場合メンデ
ル性遺伝の主役であるセントラルドグマ以外の遺伝子情報
が関与して耐性を獲得しており，まさに遺伝学の“パラダイ
ムシフト”，すなわち定説を覆すことが起こっている。
　雑草管理の現場において，茎葉処理型除草剤を葉齢限界
よりも大きい雑草に処理，または処理適期でも薬量が低す
ぎると，効果不十分で残草することがある。そのような不
適切な薬剤処理が除草剤抵抗性雑草の出現を助長すること
を示す研究成果も2000年初頭から出ている。植物は，動物
と異なり，個体自体は“動けない”。そのため，植物は不定
期かつ大きく変動する外部環境における生存戦略として，
より柔軟かつ効率的にストレス応答する能力を備えてい
る。その能力の一つにエピジェネティック制御があり，雑
草管理をより難しいものにしていると思われる。だからこ
そ，このような雑草のストレスに対する応答機構を明らか
にすることで，より合理的な除草剤抵抗性雑草対策の構築
も可能になるであろう。
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注
1)��自己複製できる核外遺伝子であるプラスミド（plasmid）のうち環
状構造をしたもの。プラスミドの多くは環状構造をしているため，
ほぼ同義と考えられる。
2)��種を超えて遺伝子（DNA）が伝わること。すなわち親子関係がない
生物の遺伝子を取り込むこと。世代を超えてすなわち親子関係で遺
伝子が伝わることを “垂直伝播 ”という。
3)��個々の体細胞に後天的（エピジェネティック）な変異が生じること
により，一つの個体において変異がある細胞とない細胞が混ざった
状態になること。

4)��広義の遺伝率は，表現型（全）分散に対する遺伝分散の比率，すな
わち個体の表現型のうち遺伝によって決まる程度のこと。一方，狭
義の遺伝率は，表現型分散に対する相加的遺伝分散の比率，すなわ
ち個体の表現型のうち育種価によって決まる程度のこと。
5)��自己複製できる核外遺伝子であるプラスミド（plasmid）のうち，
核外だけでなく核内すなわち染色体内に組み込まれる能力を持つも
の。エピゾームの “エピ ”は “ エピジェネティック ”と同じで，中
心にはないけど，周りにあるイメージ。
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A.除草剤 

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.HAT-2114 液 
アシュラム:0.1% 
トリクロピル:0.05% 

[保土谷アグロテック, 
保土谷化学工業] 

コウライ
シバ 

適用性の検討(家庭用, AL剤, 一年生・
多年生広葉雑草生育期) 

継 継) 
・効果薬害の確認(コウライシバ,ノシバ) 

ノシバ 適用性の検討(家庭用,AL剤,一年生・
多年生広葉雑草生育期) 

2.HAT-2115 粒 
シアナジン:0.5% 
ブタミホス:1.0% 
DBN:0.5% 

[保土谷アグロテック, 
保土谷化学工業] 

コウライ
シバ 

適用性の検討(家庭用,一年生・多年生
広葉雑草発生前) 

継 継) 
・効果薬害の確認(コウライシバ,ノシバ) 

コウライ
シバ 

適用性の検討(家庭用,一年生・多年生
広葉雑草発生初期) 

ノシバ 適用性の検討(家庭用,一年生・多年生
広葉雑草発生前) 

ノシバ 適用性の検討(家庭用,一年生・多年生
広葉雑草発生初期) 

3.MBH-2124 フロアブル 
テトフルピロリメト:35.0% 

[丸和バイオケミカル] 

コウライ
シバ 

適用性の検討(一年生イネ科雑草発生前) 継 継) 
・効果薬害の確認(コウライシバ,ノシバ) 

ノシバ 適用性の検討(一年生イネ科雑草発生前) 
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B.2020年度 秋冬作分 除草剤 

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.BEH-20315 フロアブル 
オキサジアゾン:34.9% 

[バイエル クロップサイ
エンス] 

コウライ
シバ 

薬効・薬害の検討 
(芝萌芽前後, 一年生雑草発生前, 作用性) 

継 継) 
・効果薬害の確認(コウライシバ,ノシバ) 

ノシバ 薬効・薬害の検討 
(芝萌芽前後, 一年生雑草発生前, 作用性) 

A.除草剤 

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

4.NP-67 フロアブル 
フルポキサム:42% 

[日本曹達]  

コウライ
シバ 

適用性の検討(一年生雑草発生前) 実・継 実) 
[秋冬作;(コウライシバ,ノシバ,バーミューダグ
ラス )一年生雑草] 
・ 芝生育期
雑草発生前

・ 0.15～0.3mL<200～300mL>/㎡
・ 土壌処理(全面)

継) 
・倍量薬害での確認 
(コウライシバ,ノシバ,バーミューダグラス ) 

・連用試験での確認 
(コウライシバ,ノシバ,バーミューダグラス ) 

・実証試験での確認 
(コウライシバ,ノシバ,バーミューダグラス ) 

・緑化木への影響の確認 

ノシバ 適用性の検討(一年生雑草発生前) 

バーミュ
ーダグラ
ス 

適用性の検討(一年生雑草発生前) 

5.SB-251 顆粒水和 
カフェンストロール:40% 

[エス・ディー・エス バ
イオテック]  

コウライ
シバ 

適用性の検討(一年生イネ科雑草発生前) 継 継) 
・効果薬害の確認(コウライシバ,ノシバ) 

ノシバ 適用性の検討(一年生イネ科雑草発生前) 

6.SL-950 乳 
ニコスルフロン:4.0% 

[石原産業,石原バイオサ
イエンス]  

コウライ
シバ 

適用性の検討(チガヤ生育期､当年の
効果薬害及び翌年の被度低下効果の
確認) 

継 継) 
・効果薬害の確認 
(コウライシバ,ノシバ,バーミューダグラス) 

ノシバ 適用性の検討(チガヤ生育期､当年の
効果薬害及び翌年の被度低下効果の
確認) 

7.SY-04 粒 
プロジアミン:0.25% 
NPK=12:2.5:4.0  
coating肥料 有機成分
80%肥料 

[サンユーケミカル] 

コウライ
シバ 

適用性の検討(一年生雑草(キク科を
除く)発生前) 

継 継) 
・効果薬害の確認(コウライシバ) 
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